
令和元年10月11日 

国土交通省四国地方整備局 

第２回 四国地方整備局 
事業評価監視委員会説明資料 

一般国道５６号 
 

宇和島道路 
う    わ   じ ま 

（事後評価） 

資料－４ー３ー１ 



松山市 

大洲市 

宇和島市 

宿毛市 

四万十市 

須崎市 
土佐市 

高知市 

徳島市 

高松市 

一般国道５６号 宇和島道路 Ｌ＝１７．５km 
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・市街地に集中していた交通量を分散させて交通混雑・渋滞を 
 緩和し、安全で円滑な交通を確保する。 

・「四国８の字ネットワーク」の一部として、高規格幹線道路等の 
 ネットワーク効果を四国内の隅々まで波及させるとともに、三次 
 医療施設への搬送や、南海トラフ巨大地震等災害時の緊急 
 輸送道路として大きな役割を担う。 

開通後５年経過 

■ 事業目的 

１．事業の目的と概要（１） 

事業名 一般国道５６号 宇和島道路 

起終点 
自：宇和島市保田 

至：宇和島市高串 

自：宇和島市津島町高田 

至：宇和島市保田 

自：宇和島市津島町岩松 

至：宇和島市津島町高田 

工区 3,4,5工区 2工区 1工区 

延長 
幅員 

延長：６．２km 
幅員：１０．５m 

延長：７．８km 
幅員：１０．５m 

延長：３．５km 
幅員：１０．５m 

構造規格 
設計速度 
車線数 

第１種 第３級 
８０km/h 
暫定２車線 

第１種 第３級 
８０km/h 
暫定２車線 

第１種 第３級 
８０km/h 
完成２車線 

事
業
の
経
緯 

事業化 昭和５９年度 平成９年度 平成１７年度 

用地着手 昭和６０年度 平成１３年度 平成１９年度 

工事着手 昭和６２年度 平成１４年度 平成２０年度 

開通年 平成４～１７年度 平成２１年度 平成２６年度 

■ 計画概要 
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■ 標準断面図 （単位：ｍ） 
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１．事業の目的と概要（２） 事業経緯 

5工区 

（高串～住吉町） 

4工区 

（住吉町～坂下津） 

3工区 

（坂下津～保田） 

2工区 

（保田～津島町高田） 

1工区 

（津島町高田～津島町岩松） 
工区 

２．２km １．３km ２．７km ７．８km ３．５km 延長 

平成5年3月 
暫定2車開通 

平成17年7月 
暫定2車開通 

平成10年3月 
暫定2車開通 

平成22年3月 
暫定2車開通 

平成27年3月 
完成2車開通 

開通年次 
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■ 当初計画と開通時の比較 

前回評価時 
（H２０年度※） 

開通後 変化及びその原因 

道路 
構造等 

① 
津島高田IC 

～ 
宇和島北IC 

【自動車専用道路】 
第１種 第３級 
延長 14.0km 
４車線 

【自動車専用道路】 
第１種 第３級 
延長 14.0km 
暫定２車線 

接続する松山自動車道が暫定2車線のため、連続性を考慮し暫定
2車線で当面事業完了 

② 
津島岩松IC 

～ 
津島高田IC 

 
【自動車専用道路】 
第１種 第３級 
延長 3.5km 
２車線 

 

【自動車専用道路】 
第１種 第３級 
延長 3.5km 
２車線 

H17年度事業化し、完成２車線で事業完了 

総事業費 1,822億円 1,417億円 
トンネル内空断面の縮小、トンネル内路側排水形状の変更、ランプ
部舗装の見直し等によるコスト縮減 

交通量 
7,200～ 

22,000台/日 

6,700～ 
25,700台/日 

 
7,200～ 

16,400台/日 

・Ｈ20交通量は、Ｈ17全国道路・街路交通情勢調査ベースでの
推計値 
・開通後の交通量は、H27 全国道路・街路交通情勢調査結果 
・開通後の（ ）内の交通量は、H22全国道路・街路交通情勢調
査ベースでの推計値 

事業期間 
昭和59年度 
～平成41年度 

昭和59年度 
～平成26年度 

接続する松山自動車道が暫定2車線のため、連続性を考慮し、当
面、暫定2車線で事業完了 

費用便益比 
（B/C) 

1.3 1.2 
・基準年の変更（H20、R1） 
・費用便益分析マニュアルの改訂 

２．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

＜一般国道５６号 宇和島道路＞ 

※：前回評価時は、最終的な事業区間や事業費が決定した平成20年度の値を記載 
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３．交通量の変化 
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●国道５６号の交通量は宇和島道路に約４～６割が転換し、宇和島道路を利用する交通量は６，７００～ 
  ２５，７００台／日であり各区間ともに開通に合わせて利用交通量は増加。 
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資料）各年全国道路・街路交通情勢調査 
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一般国道５６号 宇和島道路 Ｌ＝１７．５km 
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3工区 
H10.3月開通 
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資料）【開通前】 H2全国道路・街路交通情勢調査、 【開通後】 H27全国道路・街路交通情勢調査 
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４．事業効果の発現状況 （１）混雑解消 

●宇和島道路への交通の転換により、国道５６号の慢性的な混雑が解消。 
●津島岩松ICから宇和島北ICまでの1７．５ｋｍの所要時間は、開通前と比較して約３０分（約６割）短縮。 

交通の転換による国道56号の混雑解消 

▼参考：混雑度の目安（「道路の交通容量」より抜粋） 

1.00未満 1.00-1.25 1.25-1.75 1.75-2.00 2.00以上 

道路が混雑す
ることなく、円
滑に走行でき
る。 

道路が混雑する可能性のあ
る時間帯が1～2時間あるも
のの、何時間も混雑が連続す
る可能性は小さい。 

ピーク時間帯はもとより、ピーク
時間を中心として混雑する時間
帯が加速度的に増加する可能
性が高い状態。 

慢性的混雑状態。昼間
12時間のうち混雑する時
間帯が約50%に達する。 

慢性的混雑状態。昼間
12時間のうち混雑する時
間帯が約70%に達する。 

所要時間の短縮 

【開通前】 
国道56号 
利用 

【開通後】 
宇和島道路 
利用 

約47分 
（Ｌ＝18.0ｋｍ） 

約17分 
（Ｌ＝17.5ｋｍ） 

約30分(６割)短縮！ 

■津島岩松ＩＣ～宇和島北ＩＣ 
1.25 

資料）【開通前】H2全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度より算出 
     【開通後】H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度(上下平均)より算出 
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４．事業効果の発現状況 （２）沿線地域の安全性向上 

●宇和島道路の開通により、国道56号の交通量は宇和島道路に約４～６割が転換し、平成27年では9,300～14,600  
   台/日に減少。 
●宇和島道路の開通により、国道56号と宇和島道路を合わせた死傷事故件数は約1/3に、死傷事故率は約1/4に減少。 
●暫定2車線の対面通行区間では、逸脱防止のため土工部の車道中央部に防護柵設置による安全対策を実施中。 
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資料）H02交通事故統計原票、H22-H29イタルダデータより 
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300

400

500

H2 H22 H27

断
面
交
通
量
（
百
台

/日
）

67 
（40％） 

99 
（60％） 

132 
（100％） 

165 

断面３ 

約６割 
転換 

約６割 
転換 

約４割 
転換 

死傷事故率の減少 

資料）事故件数：H02交通事故統計原票、H22-H29イタルダデータより 
     走行台キロ：各年全国道路・街路交通情勢調査より（H29はH27値を使用） 

(件) 

(件/億台キロ) 

開通に合わせ 

死傷事故率も 
約1/4に減少 



9.3 10.1

16.7
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4分

4分
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西予市 宇和島市 愛南町
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最
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（
ｍ
）

津
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到
達
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（
分
）

634

1444
12499

10
8

0

400

800

1200

1600

西予市 宇和島市 愛南町

死者数 重症者数（人）

643

1454
1257

●宇和島市は、南海トラフ巨大地震発生の約4分後に津波が到達し、最高津波水位は10.1ｍ、津波浸水による死傷者
想定は約千五百人と甚大な被害が想定されている。 

●宇和島道路の開通により、津波浸水を回避し、広域道路啓開のための進出ルートを確保するとともに、宇和島道路では、
津波災害時の緊急避難路3箇所と緊急進入路2箇所を設置しており、信頼性や安心の確保に大きく寄与している。 
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４．事業効果の発現状況 

宇和島道路は広域応援部隊が太平洋側へ
進出するための「進出ルート⑧」にあたる 

資料）四国道路啓開等協議会「四国広域道路啓開計画」（平成28年3月） 

▼四国おうぎ（扇）作戦における役割 

資料）愛媛県地震浸水想定調査結果 第一次報告（H25.6月） 

▼緊急避難路としての宇和島道路 

至 宿毛市 

至 松山市 

宇和島 
北IC 

宇和島 
別当IC 

宇和島 
南IC 

津島高田 
IC 

津島岩松 
IC 

▼津波浸水による死傷者想定 ▼最高津波水位及び到達時間※ 

資料）愛媛県地震被害想定調査結果 最終報告（H25.12月） ※±0.2ｍ高さの津波到達時間 

地元の園児による
避難訓練の様子 

弁天地区に設けられた緊急避難路 

最高津波水位のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最高津波水位 10.1ｍ に対し 
 宇和島道路の計画高は 約１3ｍ 

最高津波水位
10.1ｍ 

約千五百人が 
津波被害 

    津波浸水高1ｍ以上 

    緊急避難路設置個所 

    緊急進入路設置個所 

最高津波水位10.1ｍ 

計画高約13ｍ 

高規格幹線道路 

一般国道 

補助国道 

主要地方道 

一般県道 

事業区間（宇和島道路） 

2車線暫定供用 

2車線完成供用 

宇和島 
朝日IC 

宇和島 
坂下津IC 

【出発エリア】 

【出発エリア】 
【出発エリア】 

【集結エリア】 

【集結エリア】 

【集結エリア】 

【集結エリア】 

（３）南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急避難路の確保 



●平成30年7月の豪雨により、宇和島市吉田町の国道56号では、斜面崩壊や路面陥没などの被災があり、225時間の全面通行
止めが発生。並行する松山自動車道は小規模土砂流出を早期に除去して17時間で通行止めを解除し、地域への影響を最小化。 

●松山自動車道と国道56号のダブルネットワークは、復旧や救急などの地域間移動を確保する命の道として機能。 
●宇和島道路も同様に、並行する国道56号とのダブルネットワークにより、災害や南海トラフ巨大地震発生時に復旧や救急などの地
域間移動を確保する命の道としての役割に期待。 

 

４．事業効果の発現状況【参考】 

【バス事業者の声】 

 宇和島～大阪、松山間を結ぶ高速バスは、通行規
制区間の代わりに松山道を走行し運行を再開した。
運行再開時、高速バスが通れる迂回路は松山道以
外は通行止めになっていたため、松山道がなければ
運行が再開できなかった。 

松山道を走行する救急車両 
H30.7.10 18:32 

国道56号 被災状況（215k900） 

宇和島市吉田町白浦 

国道56号 被災状況（216k500） 

宇和島市吉田町白浦 

松山道を利用する自衛隊車両 

     H30.7.10 7:05 

松山道を利用する特急バス 

松山自動車道と国道56号のダブルネットにより地域間の移動を確保 

  

大 雨 

平常時（7/2、3）の平均交通量 

松山自動車道＋国道56号 

交通 
遮断 

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

17時間 
松山道行止め期間 

国道56号通行止め期間 
 225時間 
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H30.7月豪雨の災害における 
  松山自動車道等(宇和島北～西予宇和)の効果 

凡例 

交通量計測箇所 

通行止め 

西予宇和IC 

三間IC 

宇和島北IC 

宇和島南IC 

津島高田IC 

至 宿毛市 

至 松山 

津
島
道
路 

宇和島道路 

高規格幹線道路 

一般国道 

補助国道 

主要地方道 

一般県道 

津島岩松IC 

宇
和
島
道
路 

『発生事例』 
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1,148
1,066
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1,000
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愛媛産 愛媛産以外

H17 H30（円/kg）

＋357円 ＋270円

14%
18%

30%

38%

49%
52% 54% 55%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H29

広島県などの 
消費地へ 

大都市圏域へ 
（大阪・東京など） 

松山市へ 

 
H12.7開通 

（一部H3.3開通） 

 
H16.4開通 

 
H24.3開通 

H5.3～H22.3開通 

H27.3.21開通 

未開通区間 

松山自動車道 

松
山
自
動
車
道 

宇
和
島
道
路 

 
H6.11開通 

 
H9.2開通 

～H3.3 
開通 

▼愛媛県南予地域の道路整備状況 
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４．事業効果の発現状況 （４）地域産業の活性化 

●愛媛県ではマダイの養殖が盛んで全国シェア第１位、全国の約６割を出荷。特に宇和島市・愛南町ではその９割を占める。 
●高速道路の整備により、東京や大阪などの大消費地への販売が拡大。シェアの拡大とあわせ、愛媛県産の養殖マダイの評価も 
 上昇、宇和島市の出荷額は開通前の約２倍に増加。宇和島道路は、主要産業を支える交通基盤として地域活性化に寄与。 

▼全国における愛媛県の養殖マダイシェア 

全国の養殖マダイのうち 

約６割を愛媛県産が占める 

▼愛媛県における養殖マダイシェア（Ｈ29） 

資料）海面漁業生産統計（農林水産省） 

愛南町 
32％ 宇和島市 

58％ 

西予市 
5％ 

その他 
5％ 

資料）海面漁業生産統計（農林水産省） 

宇和島市・愛南町が県内 

シェアの約９割を占める 

資料）大阪市中央卸売市場年報 

▼愛媛県産養殖マダイの平均価格 
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▼宇和島市における養殖マダイの出荷量・出荷額の推移 

資料）宇和島市資料 

宇和島市の養殖マダイの 

出荷額は約２倍まで増加 

約６割 

宇和島南ICまで開通 

津島高田ICまで開通 全線開通 

宇和島南ICまで開通 

津島高田ICまで開通 全線開通 

津島道路 

 関東・関西を中心に養殖マダイやハマチを出荷している 
が、高速道路の整備による時間短縮で活魚への負担 
軽減や鮮度保持も図られ、新たな市場開拓につながる 
可能性がある。（漁協関係者） 養殖マダイ 

宇和島北～西予宇和開通 

宇和島北～西予宇和開通 



【開通前】
国道56号利用

【開通後】
宇和島道路利用

約76分

約47分

約30分(4割)短縮！

■愛南町役場～市立宇和島病院

市立宇和島病院

（宇和島市）

152

その他

（宇和島市）

7

県立中央病院

（松山市）

12

幡多けんみん病院

（宿毛市）

42

その他

4

H30管外搬送

217件

5%

21%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0

500

1000

1500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

管内搬送人員 管外搬送人員 管外搬送率

搬
送
人
員
（
人
）

管
外
搬
送
率
（
％
）

第三次救急医療機関 
（市立宇和島病院） 

第二次救急医療機関 
（県立南宇和病院） 

４．事業効果の発現状況 （５）地域医療体制を支援 

●愛南町の病院では医師不足により、平成23年度より麻酔科・脳神経外科医が不在で緊急手術に対応できない状況。 
●愛南町の管外搬送率は約2割に達し、そのうち、約７割が市立宇和島病院などの宇和島市へ搬送。 
●宇和島道路は、搬送時間を短縮するとともに安静搬送を可能とし患者等の負担軽減に効果を発揮し、地域医療に大きな
役割を担っている。 
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▼愛南町の救急搬送件数の推移 

愛南町役場 

宇和島道路の利用で 

安全に早く、安静
搬送が行える 

至 松山市 

至 

宿
毛
市 

▼所要時間の変化 

資料）【開通前】H17全国道路・街路交通情勢調査 混雑時平均旅行速度より算出 
     【開通後】H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時平均旅行速度(上下平均)より算出 

宇
和
島
道
路 

津
島
道
路 

資料）愛南町消防本部 

愛南町の救急搬送の

うち約２割が 

管外搬送（Ｈ30） 

管外搬送のうち 

約７割 
が宇和島市へ 

▼愛南町からの 
  管外搬送内訳 

資料）愛南町消防本部 

 愛南町の基幹病院である県立南宇和病院は、医師 
不足により、麻酔科・脳神経外科の医師が不在であり、
救急手術ができない状態となっています。 
 そのため、管外への救急搬送が増加しており、約７割が
宇和島市への搬送となっています。 
 緊急度・重症度の高い患者さんにとって、 
所要時間を短縮し、安静搬送を可能とする 
宇和島道路は命の道となっています。 
（愛南町消防本部） 高規格幹線道路 

一般国道 

補助国道 

主要地方道 

一般県道 

事業区間（宇和島道路） 

2車線暫定供用 

2車線完成供用 

宇和島南ICまで開通 
津島高田ICまで開通 全線開通 
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４．事業効果の発現状況 （６）インバウンド観光を支援 

●宇和島港は西日本クルーズの中継地として好立地。変化にとんだリアス式海岸や宇和島城などの風景も人気の要因。 
●高規格幹線道路の整備により、所要時間の短縮・定時性が確保され、宇和島港から周辺観光地への様々なオプショナル 
  ツアーが実現可能となった。 
●クルーズ船客を含めた内子町の外国人観光客は約6000人に増加。また、宇和島道路を利用した南楽園へのオプショナ 
   ルツアーも企画。 
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至 松山市 

至 

宿
毛
市 

▼宇和島港のクルーズ船とツアーバス ▼宇和島港への寄港回数・外国人観光客数(内子町)の推移 

宇
和
島
道
路 

資料）寄港回数；愛媛県港湾管理課、外国人観光客数；内子町 

内子町・町並み
保存地区 

内子町 

伊予市 

大洲市 

八幡浜市 

西予市 

宇和島市 

鬼北町 

松野町 

愛南町 

▼クルーズ船の滞在時間 

資料）H30愛媛県港湾管理課 

宇和島港 

南楽園 

【内子町を散策する外国人観光客】 
（内子町・町並み保存地区） 

 クルーズ船の滞在時間が短いため、
宇和島城など宇和島市内や、高速
道路の使える内子町の町並み散策
などが人気です。 
 宇和島道路の開通に伴い、所要
時間短縮とあわせ、決まった時間に
戻れる定時性も確保される様になり、
昨年ごろから、南楽園の日本庭園も
オプショナルツアーに加えられました。 
（地元バス会社） 

 ツアーは片道30分程度が周遊エリア
なので、更に移動時間が短縮すれば
南予地域の新たなツアー 
を企画できます。 
（クルーズ船ツアー会社） 

約２０分 

    
   

大楽寺       

遊子水荷浦 
の段畑 

薬師谷渓谷 

宇和島城 
伊達博物館 
 天赦園 
多賀神社 
和霊神社 

津島高田ICまで開通 

全線開通 

津
島
道
路 

凡例 

 Ｈ22以前からの観光地 
Ｈ23以降からの観光地 

宇和島北～西予宇和開通 

道の駅 
きさいや広場 

松
山
自
動
車
道 

H16.4
～

H24.3
開通 

H05.3
～

H27.3
開通 

高規格幹線道路 

一般国道 

補助国道 

主要地方道 

一般県道 

事業区間（宇和島道路） 

2車線暫定供用 

2車線完成供用 

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00

4/02

4/12
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4/22

4/28
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5/08

5/12

6/11

6/17

平均 
約８時間 
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資料）道の駅きさいや広場アンケート調査資料より（H26・H28 各年11月平日・休日1日） 
   ※居住地分布は平日・休日アンケート回答者の割合をもとにした推計値 
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至

宿
毛
市

至

松
山
市

5工区
H5.3月開通

宇和島
北IC

宇和島
朝日IC

宇和島
別当IC

宇和島
南IC

津島高田IC

津島岩松

IC

一般国道５６号 宇和島道路 Ｌ＝１７．５km

宇和島
坂下津IC

4工区
H17.7月

開通

3工区
H10.3月開通

2工区
H22.3月開通

1工区
H27.3月開通

４．事業効果の発現状況 （７）地域経済の活性化を支援 

●地域の主要拠点である「道の駅きさいや広場」では、宇和島道路の整備とあわせて、レジ通過人数・売上実績も増加傾向。 
●道路延伸による所要時間の短縮に伴い、松山方面からの来訪者、日帰りドライブ目的での来訪者が増加し、中予～南予 
   地域の交流人口が拡大。 

▼道の駅きさいや広場における 
      レジ通過人数・売上実績の推移 

資料）道の駅きさいや広場資料より（各年4/1-3/31） 

レジ通過人数約1.4倍!! 
売上実績は約1.7倍!! 

 高速道路の整備とあわせ、平成21年にきさいや広場はオープンしました。 
 宇和島市内だけでなく、遠方からのお客様に来訪いただくようになり、レジ通過人数・売上実
績ともに増加傾向です。 
 特に最近では、松山市方面から南予地域に訪れる方が増えており、 
きさいや広場に立ち寄られる方も日帰りドライブを楽しまれる方の割合が 
増えています。 
（道の駅 きさいや広場） 

宇和島道路の開通とあわせ 

沿線に道の駅が 
整備された 

▼宇和島道路の開通と道の駅登録時期 

津島高田ICまで開通 全線開通 

宇和島北～西予宇和開通 

H21.3月 
道の駅登録 

宇
和
島
道
路 

道の駅 
みなとオアシスうわじま 
きさいや広場 

宇和島港 

宇和島市役所 

▼来訪者の居住地域分布※ 

926.8 

760 

1277.6 

1283 

至 松山市 

宇和島 
朝日IC 

12 

▼中予・東予・県外客の来訪目的 

松山市からの来訪者が増加 
日帰りドライブ目的の 
来訪者が増加 
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今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性 

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 

 一般国道５６号 宇和島道路の開通により、現道の混雑の解消による安全・安心の確保、信頼性の高い
緊急輸送道路の確保、広域連携の強化や交流の促進による地域の活性化など、事業目的に見合った効果
が確認できていることから、今後の事後評価および改善措置の必要性はない。 

事業前・事業後の整備効果に関して統計指標、ヒアリング等を用いて、整備効果の確認が出来ている。 

現時点では、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性は見られない。 


